
○○社○○工場　環境行動計画書（例）
令和○○年○○月○○日

1．事業者活動の概要

（1）事業者名及び代表者名

　　　　　○○社　○○工場
　　　　　代表取締役社長　環境　太郎

（2）所在地
　　　　　神奈川県大和市●●○丁目○番○号

（3）環境保全関係の責任者及び担当者連格先

　　　　責任者　取締役製造部長　○○○○

　　　　担当者　○○工場環境対策係

　　　　連絡先　電話　○○○－○○○－○○○○

FAX  ○○○－○○○－○○○○

（4）事業の内容

　　　　○○及び○○の製造、販売、事務
　　　　※参加事業者の事業内容に応じ、内容を加除してください。

（5）事業の規模

　　　　売上額　　　　　　　　　　　　○○円

　　　　従業員数　　　　　　　　　　　○○人
　　　　工場延べ床面積　　　　　　　　○○平方メートル

　　　　施設数　　　　　　　　　　　　○○事務所、○○工場

　　　　※参加事業者の事業内容に応じ、項目を加除してください。
2．環境への負荷の現状

　当社における二酸化炭素排出量、水使用量、紙使用量、廃棄物排出量を、過去3年にわたって試算したところ、次のような結果となった。増加(または減少)の要因は、□□□□

□…のためである。
　※事業内容に応じて、項目を追加・削除してください。

　※事業の特性に合わせて、「売上額当たりの排出量」などに変えていただいて構いません。

※記載様式は、適宜変えていただいて結構です。
	
	○○年度
	○○年度
	○○年度
	3年間

の平均

	二酸化炭素排出量(kg)
	電気使用分
	
	
	
	

	
	自動車使用分
	
	
	
	

	水使用量(㎥)
	
	
	
	

	紙使用量(枚)
	
	
	
	

	廃棄物排出量(kg)
	
	
	
	


　
3．環境への負荷の低減の目標

　　(例1) 今後、○○年度を基準として、△△年度まで年間○％ずつ低減することを当面の目標とする。
　　(例2) 今後、○○年度から○○年度までの平均値に対し○年間で○％低減させることを当面の目標とする。
　　※事業内容に応じて、項目を追加・削除してください。

　　※事業の特性に合わせて、「売上額当たりの排出量」などに変えていただいて結構です。
　　※事業の特性によっては、「現状維持」や「微増」などに変えていただいて結構です。
※記載様式は、適宜変えていただいて構いません。
	
	△△年度
	△△年度
	△△年度

	二酸化炭素排出量(kg)
	電気使用分
	
	
	

	
	自動車使用分
	
	
	

	水使用量(㎥)
	
	
	

	紙使用量(枚)
	
	
	

	廃棄物排出量(kg)
	
	
	


　
4．具体的な取組み内容
　　※事業の特性に応じて、具体的な取組み内容を挙げてください(以下は一例です)。
　　※取組みについて、内容が分かる資料（写真、記録など）があれば添付してください。
（1）電気使用量の削減
	・不必要な照明を消灯し、ＯＡ機器の電源を切る。

・冷暖房を適温に設定し、夏季は扇風機を併用する。

・ＯＡ機器の購入にあたっては、エネルギー効率のよいものを選ぶ。
・緑のカーテンやすだれ等を設置し、日射の侵入を防ぐ。

・空調機等のフィルターを定期的に清掃・交換し、適正に管理する。

・冬季以外は、電気ポットやコーヒーメーカーなどの使用を最小限にする。
・エレベーターは荷物の運搬用とし、職員は原則、階段を利用する。

・ラインの並列化や部分統合等により製造工程を改善し、作業の効率化を図る、など。


（2）自動車使用量の削減
	・エコドライブを実践して急発進や空ぶかしをせず、駐停車中はエンジンを停止する。

・事前に目的地を調べるなど、走行ルートの合理化を図る。
・タイヤの空気圧を定期的に確認する。

・排気ガスや騒音レベルを抑えるため、適正に車両整備を行う。
・カーエアコンの使用を控える。

・業務車は社員が乗り合わせて利用する。

・共同輸配送を行ったり、行き過ぎた少量輸配送をなくしたりする。

・自転車や公共交通機関を利用する、など。


（3）水使用量の削減

	・トイレや給湯室などに張り紙をして、節水を呼び掛ける。
・水量・水圧調節や、蛇口に節水コマを設置するなど、水の適量使用に努める。
・トイレに水流し音発生器を取り付けることで、トイレ用水を節約する。
・水道配管からの漏水を定期的に点検している。

・生産工程で使用する水を再利用するための設備を設置する。

・冷凍機や冷温水発生機などで使用する冷却水を循環使用している。

・業務車の洗車回数を必要最小限にとどめ、洗車時には節水に努める。
・雨水の貯留タンクや雨水利用施設の設置などにより、雨水利用を行う、など。


（4）紙使用量の削減
	・両面印刷や裏紙使用に努める。

・コピー機の使用前に設定を確認し、必要な枚数やサイズ等にする。
・ミスコピーを防ぐため、コピー機使用後は必ず設定をリセットするよう徹底する。

・会議ではホワイトボードやプロジェクター等を利用し、ペーパーレス化に取り組む。

・共有ファイルの作成等により、紙の資料を必要最小限にする。
・事務連絡等は、回覧や掲示板、電子メール等を活用する。
・パンフレットや計画書などの作成部数を見直し、電子保存化を進める。

・業者等からの不要なＦＡＸ広告を断る、など。


（5）廃棄物の削減

	・分別回収ボックスの設置やゴミ箱の削減などにより、リサイクルを進める。
・使い捨て商品の使用や購入を抑制する。

・詰め替え可能な製品の利用や備品の修理等により、製品の長期使用に努める。

・商品購入時には、簡易包装のものやリサイクルしやすい素材のものを優先購入する。

・劣化等による不良在庫を減らすため、在庫数量の適正管理に努める。
・納品の際の梱包や包装資材の簡素化に取り組む。
・生産工程の歩留まり向上や、加工ミス等によるロス削減に努める。

・適切なリサイクル業者を選定する、など。


（6）その他環境負荷の低減
	・環境への影響が少ない製品を優先的に購入する「グリーン調達」を推進する。

・太陽光発電設備の導入など、再生可能エネルギーや省エネルギーの活用に努める。
・ハイブリッド車や電気自動車を導入する。

・ウェブサイト上で環境に関する情報を提供する。
・地元の自然資源の利用を図り、地産地消を推進する。

・事業所周辺の環境や生き物の保全活動などを行う、など。


以下は、参考としてお示しする計画書の様式です。実際の計画書の様式は自由ですが、以下の


項目の内容についてはすべて入れて作成してください。
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